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小学校
低学年 教材名 」ウクのマクロシ「 （出典「小学校道徳読み物資料集」文部科学省） 努力と強い意志

小学校
中学年 教材名 」で所留停スバの雨「 （出典「わたしたちの道徳」文部科学省） 公徳心

教材分析図集（「ヒキガエルとロバ」の分析図は、16、17頁に掲載しています。）

しばらく
かんがえる。

｢やった、
やったよ！｣

。
る
来
が
ス
バ

。
る
げ
上
見
を
顔
の
ん
さ
母
お

順番を守る。 反省する。 自分のしたこと
を考え始めた。

かけだし
先頭に並ぶ。

「ほら、ごらん
なさい。」

とうとうすわりこむ。

｢よし！｣ と立ち上がる。

自分がやらなければ
いけないという
切実な思いに至っていない。

順番を抜かしたことが《道徳的問題》
になる。

おかあさんがいつも手伝ってくれて
いることに甘えている。しんどいこと
から逃れてしまいたい。

この段階ではまだ母が
制止した意味を
理解していない。

自分でやらねばならないことを
しっかりと行い、やり遂げたと
きの喜びや充実感を味わう。

いつもと様子の違う母の横顔
を見ている。道徳的な変化の
予兆で、自分がしたことを
考え始める部分になる。

こんどこそ、
とってみせるよ。

は
と
も
つ
い

顔
の
母
う
違
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各教科・科目、 総合的な学習の時間、 特別活動における関連

、つつしに考参をどな述記るす関に育教徳道の中説解のとご等科教各や編則総説解領要導指習学校学等高 　※

中核的な指導場面である公民科の「現代社会」及び「倫理」、特別活動の〔ホームルーム活動〕を始めとして、

各教科、総合的な学習の時間、特別活動における道徳性の育成にかかわる内容を記述する。

Ｑ　道徳教育の全体計画はどのように作成しますか？
、し化点焦を標目の育教徳道、らか像徒生いたて育や標目育教の校学 　Ａ  

学校の教育活動全体を見渡して作成します。

）生学入度年○○成平 （
京都府立○○高等学校 [ ○○分校・○○課程 ]

関係法令

法憲国本日 　※  

教育基本法 

学校教育法　等 

生徒指導における関連、 学校の環境の充実

かかに境環育教、連関るけおに般全活生等導指徒生 　※

わる内容　等

家庭・地域との連携、 異校種との連携 

※　保護者や地域の人々の積極的な参加を得る方策

のと種校異の等校学中の隣近、携連のと域地・庭家 　※

連携　等

社会の要請、
地域や生徒の実態等

か点観の成育の性徳道 　※
ら見た、地域や生徒の
実態、課題　等

道徳教育の推進体制

進推育教徳道ので内校 　※

体制

う担が織組掌分の々種 　※

役割　等

府の施策・方針

ンラプ興振育教府都京 　※  

学校教育の重点 

明日の京都　等 

学校の教育目標

※　 各学校の教育目標や校訓等を明示する。

道徳教育の重点目標

※　学校の教育目標との関連をもたせる。

※　道徳教育の目標を焦点化する。

もてし定設を標目点重のとご年学、たま 　　

よい。

学校学等高，えま踏を態実の徒生や域地 　※

習指導要領第１章総則や中学校学習指導

要領第３章道徳の内容等を参考にして、

道徳教育の重点目標を明示する。

道徳教育全体計画

　各教科の授業を通して、どのように「在り方生
き方に関する教育」を行うか、具体的に記述する。

（記入例）
　国語：文学作品の読解や表現活動を通して…
　地歴：日本や世界の歴史・地理についての…
　公民：社会の在り方や人間の在り方を考察する…

　家庭：主体的に生活を創造する学習を通して…
を察考のめたう行を動活な正適で会社報情 ：報情　

通して…
こぶ学を割役的会社の業農、や成育の物生 ：業農　

とを通して…
を来将の己自るけおに会社業産 ：間人と会社業産　

考え…
う養を方見ののもや方び学 ：間時の習学な的合総　

活動を通して… 等

　特別活動等を通して、どのように「在り方生き
方に関する教育」を行うか、具体的に記述する。

（記入例）
人いしま望てし通を動活ムールムーホ ：動活級学　

間関係を確立し ･･･
　生徒会活動：自主的・自発的な活動を通して ･･･

を組取のへ事行のどな祭育体、祭化文 ：事行校学　
通して ･･･ 等

　他に、就業体験、ボランティア活動のような、
各学校で重点的に取り組んでいる活動などについ
ても記述する。

…
…
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小学校
高学年 教材名 「黄熱病とのたたかい」（出典「私たちの道徳」文部科学省）

療養中幼い頃からのことを
思い出す。

黄熱病の研究グループの
一員に推薦された。
｢所長、是非行かせてください。」

黄熱病にかかった病床で
｢みなさんのおかげです。｣

人々の支えに感謝すると同時に、
他人の善意に甘えきっている
自分を振り返る。

新たな研究への情熱と、
周りの期待に応えたいという思い
＝感謝の気持ちへのお返しを
したいという決意をする。

好きな研究はもとより、
それを支えてくれた人たちへやっと
お返しができた達成感を
感じられた。

多くの人々に
支えられてきた。
期待に応えられて
いるだろうか。
自分が情けない。

・所長、ぜひ
　行かせてください。
・周りの期待に
　応えたい。

小学校
高学年 教材名 」物りくおの後最「 （出典「私たちの道徳」文部科学省） 思いやり

自分なりに努力し、
温かく見守られる
ロベーヌの様子を
押さえる。

学費を手にして
練習に励む
ロベーヌの気持ちを
押さえさせる。

ジョルジュの行動と自分の
身勝手な考えを重ねる。
ロベーヌの気持ちを考える。
手紙を読み返すロベーヌの
姿から、ジョルジュのどんな
思いを受け取ったのか
考えさせる。

ジョルジュの思いを知り、
《思いやりの心》をかみし
めるロベーヌの気持ちを
考えさせる。

物
り
く
お
の
後
最

の
ん
さ
い
じ

り
や
い
思

感謝

窓の下で
熱心にメモを取る。

思わず
唇をかむ。

何かを決意した
ように遠くを
見つめる。

きっぱりと
｢ぼくが付き
添います。｣いっそう練習に

力が入った。
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中学校 教材名 」ーュビデ会内町「 （出典「中学校道徳読み物資料集」文部科学省） 自主・自律

中学校 教材名 」01号番背「 （出典「中学校道徳読み物資料集」文部科学省） 感謝

ええっ、どうして
僕なの？

キャプテンなんか
やってられない。

自分にできる
ことをした。

深々と頭を下げる。

くすぐったかった。
けれど、何だか大人に
なったような気持ちが
した。

よし !

いつも親任せにしている作
業に参加することを素直に
受け止められない明。

自ら進んで荷物を運ぼ
うとする気持ちが生ま
れる。

自分への苛立ちと
周囲への不満。

周囲に支えられていることには気付いていない。

周囲に目が向けられる
ようになる。

人々の支えに気付く。

自らの責任によって
生きる自信と誇りが
芽生える。

ふと周りを見る
（足元が良くないと
ころで、足を取ら
れそうになる人が
いる。）

まだ中学生だよ。
大人と一緒なんて
嫌だ。居場所がない。

これは重労働だ。
お年寄りの仕事
ではない。

喝
一
の
父

手
拍
な
き
大
に
ら
さ
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小学校
高学年 教材名 「黄熱病とのたたかい」（出典「私たちの道徳」文部科学省）

療養中幼い頃からのことを
思い出す。

黄熱病の研究グループの
一員に推薦された。
｢所長、是非行かせてください。」

黄熱病にかかった病床で
｢みなさんのおかげです。｣

人々の支えに感謝すると同時に、
他人の善意に甘えきっている
自分を振り返る。

新たな研究への情熱と、
周りの期待に応えたいという思い
＝感謝の気持ちへのお返しを
したいという決意をする。

好きな研究はもとより、
それを支えてくれた人たちへやっと
お返しができた達成感を
感じられた。

多くの人々に
支えられてきた。
期待に応えられて
いるだろうか。
自分が情けない。

・所長、ぜひ
　行かせてください。
・周りの期待に
　応えたい。

小学校
高学年 教材名 」物りくおの後最「 （出典「私たちの道徳」文部科学省） 思いやり

自分なりに努力し、
温かく見守られる
ロベーヌの様子を
押さえる。

学費を手にして
練習に励む
ロベーヌの気持ちを
押さえさせる。

ジョルジュの行動と自分の
身勝手な考えを重ねる。
ロベーヌの気持ちを考える。
手紙を読み返すロベーヌの
姿から、ジョルジュのどんな
思いを受け取ったのか
考えさせる。

ジョルジュの思いを知り、
《思いやりの心》をかみし
めるロベーヌの気持ちを
考えさせる。

物
り
く
お
の
後
最

の
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や
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思

感謝

窓の下で
熱心にメモを取る。

思わず
唇をかむ。

何かを決意した
ように遠くを
見つめる。

きっぱりと
｢ぼくが付き
添います。｣いっそう練習に

力が入った。

63



62

第
１
章　

育
教
徳
道
と
育
教
校
学

第
２
章 

科
教
の
別
特
「

　

方
め
進
の
」
徳
道

育
教
徳
道
る
け
お
に
校
学
等
高

集
図
析
分
材
教

中学
２～３年 教材名 」蔵銀の仏「 （出典　「中学校道徳読み物資料集」文部科学省） 規範意識

中学校 教材名 」椿のんゃちあばミキ「 （出典「中学校道徳読み物資料集」文部科学省） 生命の尊重

20両と引き替えに
証文を取り戻そうと
する。

ほそぼそと
商いをする。

そうか、
お天道様か。

証文さえあれば厳しく
取り立てて当然という、
村人の生活を顧みない
銀蔵の考え。

道徳的価値である
内なる規範に従って
行動する村人。

外的規範ではなく
内なる基本に従って
生きようとする意欲が
高まる。

内なる規範に従った
生き方への変化。

病気を苦にしている
祐介。

「生き切る」ことに対しての
意識が高まる。

お天道様が
見てござる。

村人達の良心

すぐに具合が
悪くなっちゃう。

甘かったんだね。
手をぐっと握りしめた。

生きていても
仕方がない。

を
れ
そ
と
み
悩
の
窓
淡
瀬
広

方
き
生
た
し
服
克

キミばあちゃんの話
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